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「お ・ご」・「改 まった場面」・「直接 尊重 表現」・「間接尊重表現」・「丁寧 さ」
1,問題提起
日本語 を馬いた コ ミュニケー シ ョンにおい て、「待遇表現(中 で も 「敬語表現」〉」 は、
人問関係 を適切 な もの とするために必要不可欠 な要素で ある。 その 「敬語表現」の形式の
なかで、質的 にも量的 に も中核 をな しているのが敬語接頭辞 「お ・ご(御 〉」(以下 「お ・
ご」〉 を用 いた 「敬 語表現」 であ る。 しか し、「お ・ご」 を用 いた 「敬語」 と 「敬語表現」
に関 しては、 日本語母語話者 の使用が必ず しも一定 だ とは言 え ない ため、 日本語の事実
(現状)を どの ように捉 えるか とい う点や、 日本語教育 ・学習 にお いて どの ように扱 うか
とい った点 な どが間題 になっている。
特 にその なかで 、「改 まった場面」・にお ける 「敬 語表現」 についての考 察は、 日本 語の
使用実態 お よび 日本語教育における重要 な項 目にな ると思 われる。先行研究 において も記
述が試み られているが、その使用様相に関する考察 は、十分 とは言 えないであろ う。「お ・
ご」 を用 いた 「敬語表現」 に関 しては今 まで 多数の研 究が行 われて きたが、「お ・ご」 の
付 け方や 「語 ・文」 レベルで の使用様相 に集中 した研究が多か ったため、実際の使用の場
面一 「文話 レベ ル」じにおける使用様相 については明 らか にされてい ない点があ ると思 われ
る。
そ こで 、本稿 では、実際の使用場 面一 「改 まった場面 」 にお け る 「お ・ご」 を用 いた
「敬語表現」の使用様相 につい て考察 するため、 日本語 を用いた コ ミュニケーシ ョンの模
範例 と して存在 し、「お ・ご」 を用 いた 「敬語 表現 」が比 較的多 く使 われる 「手紙文文例
集」 と 「スピーチ用例集」 をテ キス トと して用 いた。 「お ・ご」 を用い た 「敬語表現」の





辻村(1991)によると、「お」 は尊敬 ・謙譲 ・美 化の接頭辞であ り、「お ほみ」一 「お ほ
む(ん 〉」一 「おん」→ 「お ・おん」→ 「お」の ように転移 して きたと してい る。「お」 は、
本来、尊敬の接頭辞であるが 、女房詞か ら、丁寧 の接頭辞 と して も使われる ようになった。
また、話 し手側 の物事であって も、それが及ぶ相手に敬 意を表す場合 には謙譲語 としての
用法 もある。接続の面 においては、体言 に付 くが、用言 に も付 くようになった。 また、和
語 に付 くのが一・般的 であ るが、漢語 ・字音語で も 「お」 の付 くものがあって、外来語に付
くこともある としている。
2.1.2.「ご」
辻村(1991)による と、 「ご」 は尊敬 ・謙譲 ・美化の接 頭辞であ り、本来、 中国語起源
敬語接頭語 である としている。基木 的には、漢謡 に付 くが、まれに和語 に接続 する ことが
ある と している。 また、意味、用法 の面 においては 「お」 と共通す る部分 もあ るが、「お」
が物事 を 「きれい に ・や さ しく」表現す るに対 し、「ご」 は 「立派 に」表現す る とい う性
質がある。
2.1.3.「おん」「み」「ぎょ」
テ キス トにおいて は、 その使用例 は少 ないが、 「御」 の他 の使 用 と して 「お ん」 「み」
「ぎょ」 がある。 しか し、その使用例は ご く限 られた こ とばで しか確認 で きない・ したが
って、本稿 においては 「お ・ご」の使用 を中心 として分析 、考察 を行 った。
2.2,敬語接頭辞 「お ・ご」の先行研究
「お ・ご」 を用 いた 「敬語 表現」 に関 しては、今 まで多数の研究が行 われて きた。柴 田
(1957)は『日本語 ア クセン ト辞 典』か ら系統的無作為抽 出法 によって得 た4830語に対 し、
接 頭辞 「お」 を付 けておか しい場合 にはx、 おか しくない場合 には○ を記入 して もらい、
その結果 を集計 ・分析 した。田中(1972〉は国立国語研究所 の 「新 聞の語彙調査」 の資料
についての調査、分析 した。菊地(1994〉は 「先生 にお手紙 を さしあげた」 という言い方
を どの ように思 うかについて アンケー ト調査 を笑施 した。上 に提示 した研 究以外 にも数多
くの先行研究があるが、ほとん どが 「語 ・文」 レベ ルにおける 「お ・ご」 の付 き方 に関す
る研究で ある。本稿 では 「語」 レベ ルにおける 「お ・ご」 の付 き方の研究 にとどま らず、
実際使 われている単位 として考 え られる 「文話」 を視野 に入れ、「お ・ご」 の使用様相 や
その 「敬語表現」 の 「表現」「理解」 について考察する。
特 に、「お ・ご」 を用いた 「直接尊重表現」「問接尊重表現」 の使用について分析 ・考 察
を行 なうが、「尊重」(「直接 尊重」「間接 尊重」)の概 念 ・用語 は蒲谷 ・川口 ・坂 本(1998)
か ら取 り入れた ものである。蒲谷 ・川口 ・坂本 は 「尊重」の概念について次の ように述べ
てい る。
(「おっ しゃる」「お書 きになる」 などは〉…あ る人物 を 〈高 くす る 〉とい う 「敬 語
「手紙文」と 「スピーチ」から見た敬語接頭辞 「お ・ご」を用いた 「敬語表現」の使用様相
的性質」 を持 ち、そ うした 「敬語的機 能」 を果 たす、 とい う点 で最 も 「敬語 らしい敬
語」 と言 えるか もしれませ ん。 その意 味で 「尊敬 語」 とい う名 称で もよいのですが、
現在の 「敬語表現」 にお いて は、「尊敬」 とい う言葉 が必ず しも適切で ない場合 も多
い ため、「尊敬」ではな く、すべての 人の人格 を 「尊重」す る とい う意味 で、1尊重語」
とい う術語で呼びたいと思い ます。
現代社会 においては 「尊敬」 とい う術語 よりは、すべ ての人の人格 を 「尊重」す る意 味
の 「尊重 語」 とい う術語が 最 も適 切 であ る と考 え られる。 さらに、蒲谷 ・川 口 ・坂 本
(1998)による と、「敬語 」の概 念の部分 に 「直接」 関 る動 作主体 を 「高 くする」 とい う
「敬語的性 質 ・機能」 を持っている表現 を 「直接尊重語」(従来の分類では 「尊敬語」 にあ
たる)、概 念の部分 に直接関る動作 主体は 「高 くしないで」、その動作に間接的に関る人物
を 「高 くす る」 とい う 「敬語 的性 質 ・機能」があ る表現 を 「間接尊重語」(従来 の分類 で
は 「謙譲語」 にあた る)と 、位置付 けてい る。
なお、本稿 においては、分析 ・考察の対象 は必ず しも 「語」 レベ ルで切 り取るので はな




木稿においては 「手紙 文」のことを、一定の書式(た とえば、前文、本文、末文、後付 、
副文で構成 され、前文 には起首 、時候の挨拶、安否の挨 拶 などを入 れ、末文 には結びの挨
拶、結語な どを入 れては じめて完成 される とい う書式〉 によって書かれ た 「文章」だ けで
な く、特 別な形式 のない略式の手紙 、はが きや メモな ども含め て考 える。 コ ミュニケ ーシ
ョンのために 〔一定 の 「表現章図」 を叶 えるため に〉一定の 「相手」 に向か って書か れた
もの を 「手紙文」 として考える3。
3,1.2,「手紙文」「手紙文文例集」の性質 ・特徴
「手紙文」 は、他の 「文章表現」 とは違 って 「相手」 との関係 が明確であ るという特徴
があ る。「相手」 との関係が明確 であるため、「相手」が 「自分」 より上 位者 である場 合は
それに従 って 「敬語表現」が多用 される。 また、「手紙文」 とい う 「文章表現」の性質上、
「柑手」 が必ず しも上位者ではな くとも 「丁寧 に」表現する ようになるとい う特徴 もあ る。
「手紙文」 において 「お ・ご」 を用 いた 「敬 語表現」 が多用 される点は上記の ような特 徴
に起 囚 してい ると考え られる。
「手紙文文例集」 は 「手紙文」 を集めた もので、「手紙文」 にお ける 「表 現」 「理解」 の
模範例 としての性 質を持 っている と考える。
3.1.3.「手紙文文例 集」の種類
本稿 においては以下の ような市販の 「手紙文文 例集」 か らの 「手紙文」 をテキス トとし
て用 いた。「手紙文文例集」 選定 の際 、現代 日本語の使用事実 にで きるだけ接近す るため、
1990年以降 に出版 された もの を選 んだ。 また、著者 、縮者 の言語的 な 「癖」 による影響
1早一 湘一 一
を最小 にす るため、複数の 「手紙 文文例集」 を用いた。
○現代文・書・研究会編(1990)「その まま使 える手紙 の書 き方全書』池 田書店(「その まま」
と略称。以下 、同様〉
O輪 辻潔(1997〉『す ぐに役立 つ大 沽字BOOKlsわ か ってい るようで わか らない手紙
の書 き方』三省堂出版社(「大活字」)
○木庭久美子(1999)『す ぐ書け る お礼の手紙 ・はが きの手帳』小学館(「お礼」)
○講談杜編(2001〉『あ いさっ ・スピーチ と手紙の事典』講談祉(「あい さつ」)
O主 婦の友祉編(200n「CD-ROM付 手紙 ・はが き ・文書文例大事 典』 主婦 の友社
(「CD」)
以上の 「手紙文文例集」5冊 か ら500例の 「手紙文」 を調査対 象 とした。
3.2.「ス ピーチ」
3,2.1.「スピーチ」の定義
本稿 においては 「スピーチ」の ことを、一定 の形式 に従 って行われる 「談話」 だけで な
く一定 の形式が な くて も・、式辞 、祝 辞、冠婚葬祭 や各種の 集会におけ るあい さつ など、
「改 まった場面」 において、 コ ミュニ ケーシ ョンのため に(「表現意図」 を叶 えるため に)
一定の 「柑手」 に向かって発せ られた もの として考 える。 また、「ス ピーチ」 は 「手紙文」
と違 って、「音」「音声」をその 「表現形態」 としてい るが、本稿 にお いて は、「音」「音声」
によるコ ミュニケー シ ョン上 の働 きや影響 について考 察するので はな く、「ス ピーチ」 に
おける 「敬語表現」 を主 な考察対象 としているため、音 声化す る前の段 階であ る 「スピー
チ」の原稿 を研 究対象 とす る⊃。
3.2.2.「スピーチ」「スピーチ用例集」の性質、特徴
「手紙文」は 「相手」との 「人間関係」 を考え、「丁寧 に」表現す るとい う特徴があ るが、
「ス ピーチ」 は 「相手(聞 き手)」 との 「人間関係」だけで な く、「場」 を考 え、「丁寧 に」、
「改 まった」 表現 をす るとい う特徴があ る。「ス ピーチ」 の場 合、「手紙文」 と違 って、不
特 定多数の 「相 手」 を持つ場合が多い。
また、「ス ピーチ」 は形式的には 「談話」の形 をとってい るが 、普段の 日常生活 ではあ
まり使 わない 「敬語表現」 や構 成 とい う特徴 を持 っている と考え られる。 それは上 におい
て確認 した ように、「ス ピーチ」 があ る程度、特 別な使用の 「場面」で使 われてい るか ら
だ と考 え られる。その ような面か ら考える と、「ス ピーチ」は 「文章」に近い、「文章表現」
的な性 質を持 った 「談話表現」 である と言 えよう。
「スピーチ用例 集」 は1'スピーチ」 を集めた もので、「ス ピーチ」 における 「表現」 「理
解」 の模範例 と しての性質を持 っていると考 える。
3.2.3.「ス ピーチ用例集」の種類
本稿 にお いては以下の ような市販 の 「スピーチ用例集」 か らの 「ス ピーチ」 をテキス ト
として用 いた。 「ス ピーチ」選定 においては、「手紙文」 と同 じ点を考慮 した。
○永 田書 店編集 部(1995〉『す ぐに使 える 式辞 ・あい さつ実 例百科 」永田書店(「式
辞」)
「手紙文」と 「スピーチ」から見た敬語接頭辞 「お ・ご】を用いた 「敬語表現」の使用様相
○藤村英和(1998)『葬儀 ・法要 のあい さつ』西東社(「葬儀」〉
○ ブライダルスピーチ研究会(1998〉『新郎 ・新婦 のス ピーチ実例集』 日本文芸社(「新
郎」)
O講 談杜編 〔2001〉『あい さつ ・スピーチ と手紙 の事 典』 講談社(「あい さつ」)
○成美堂編集部(2001)『短い スピーチ大事典1000』成美社 〔「大事典」)
以上の 「ス ピーチ用例集」5冊 か ら500用例の 「ス ピーチ」 を調 査対 象 と した。
3.3.テキス トの意義
本稿 は 「改 まった場面」における 「お ・ご」 を用いた 「敬語 表現」 の使用 様相 を主な分
析 ・考察の対 象 としてい る。
「手紙 文」「ス ピーチ」 は、 「改 まった媒体」(「手紙文」〉、「改 まった場 」(「ス ピーチ」)
における 「敬語 表現」 という性 質 を持 ってい ると考え られる。「手紙文」 「ス ピーチ」 はコ
ミュニケー ションの 「主体」がその 「媒体」「場」を(「媒体」 と 「場」 を総合 して 「場面」)
「改 まった もの」 として認識 している とい う共通点があ り、また 「手紙文」一 「文章表現」、
「ス ピーチ」一 「談話 表現」 とい う性 質 を持 ってい るので 、本稿 にお いて 目指 してい る
「改 まった場面」一 「改 まった文話」 におけ る 「お ・ご」 を用 いた 「敬語表現」 の使用様
相に接近 しやすい と思われる。
本稿 は 「改 まった文話」 に対 しての部分的 な分析 、考 察 となるが 、「改 まった場面」 に
おける 「お ・ご」 を用いた 「敬語表現」 の使用様相 を探 るひとつ の試 み となると考 え られ
る。
3,4,分析の方法
5冊の 「手紙文文例集」 と5冊 の 「ス ピーチ用例集」か ら500例ずつ収集 した1000例の
「手紙文」 と 「ス ピーチ」 を資 料 として扱 った。
「お ・ご」 を用 いた 「敬語表現」 の判定や数値 は次 の ような方法 に よる ものであ る・以







このたび、私 どもの結婚に際 しましては、匡巫[錘 ならびに結構な圏
までちょうだいいたしまして、ありがとうございました。
お贈 りいただきました1美しいペアのワイ ングラスは、 さすが に匡璽亟]豊かな高山
















いては 「文話」 における 「人問関係」 「内容」「方向性」1待遇意識」などの観点から総合
的に考えて判断 した。
例えば、匡璽亟司という表現は、この 「手紙文」においての 「相乎」である高山に属 し
ている。尊重 して表現 しようとする 「相手」 に属している物事に対 して 「お ・ご」を付け
て 「敬語化」一 「敬語表現」 として使 っている。「敬語」の概念の部分に1直接」関る動
作主体を 「高 くする」という 「敬語的性質」 を持 っているため、「直接尊重表現」として
判断した。1お贈 りいただきました は概念の部分に直接関る動作主体は 「高 くしない」で、
その動作に問接的に関る人物を 「高 くする」 という 「敬語的性質」や 「敬話的機能」があ
ると考えられるため、「問接尊重表現」として判断 した。
4.「改 まった媒体 」および 「改 まった場」 における 「お ・ご」 を用いた 「敬語表現」の
分析 ・考 察1一 「手紙文1「ス ピーチ」の 「お ・ご」 を用い た 「敬語表現 」の使 用に
お ける共通点
4.1.全体の構成 に関 する分析 ・考察
「手紙文」 「ス ピーチ」 とい う 「文話」の全体 の構成 とい う観点か ら、「お ・ご」 を用い
た 「敬語表現」 の使 用様相 を分析 した結果 、「お ・ご」 を用 いた 「敬語表現」 は 「文話 」
一 「手紙文」 「ス ピーチ」 において 「相手」 との関 りがあ る と認定 で きる部分 に使 われる
とい うことが わか った、特 に、最初 と最後の(形 式的)あ い さつ、お礼の部分に多 く用い
られている場合が 多かった。
以下 は、「お ・ご」 を用いた 「敬語表現」 が、「相手」 との関 りのある部分、特 に、最初






「予紙文」と 「スピーチ1か ら見た敬語接頭辞 「お ・ご」を用いたr敬話表現1の 使用様相
拝啓
桜前線北上の便 りも聞かれるころとなりました。
皆様には、匿 で匪麺]の ことと、匪一]『 。
このたびは、次男健次郎の小学校入学に際し、國 こもる匡垂塾1に、お祝いの文具券
までいただ きま して、 まことにあ りが とうござい ました。
さっそ く、ち ょうだい した文具券で 、筆箱や ノー トなどの学用 品を求め させ てい ただき
ました・健次郎 は大喜 びで、机か ら出 した りしまった りして眺 めてお ります。
おかげさまで、つい この問生 まれたよ うに、巴ってお りま したの に、 もう小学生で ご ざい
ます・昨 日も姉 の恵子 に小学校 の様子 な どいろいろ質問 した りして、入学式 を待 ちかねて
お ります 。なにぶ んにものんび り育 ててお りますので、親 としては多少不安 もご ざい ます
が、なん とかがんばってほしい と願 ってお ります。
近いうちに子供たちを達れまして、國 かたがた うかがわせていただきたいと存 じて
お ります。
末筆 なが ら、奥様 にもどうぞよろ しくお伝 え くだ さい 。
花どきのならいでとかく気候不順の折から、匝 にはくれぐれも璽
匿].
まず は、お礼 のみにて失礼 いた します。
敬具










皆 さま、私 は新婦の母、伊藤幸枝で ご ざい ます。本 日は田 中俊夫 、和枝 の結婚披露宴 の
宴に お集 ま りいただきま して 、ほん とうにあ りが とうご ざい ます。
巨霊[司のように、新郎は早 くご両親を亡 くされ、新婦の父 もあいにく病床にあ ります
ので、私が両家 を代表 して、 ひ と言 お礼 を申 し上 げたい と存 じます。
本 日は二人の門出をこの ように盛大 に一 うえ、匡亟凋 あふ れ
る匪亟 の数々をちょうだいいた しまして、 まことにあ りがとうござい ます。
圃 のとおり、二人ともふつつか者でございます。今後とも皆 さまの匡亘團 をたま
わ ります よう、 お願 い申 し上 げますb
なお、新婦の父は、昨 日までなんとか皆 さまに匡巫 だけで革)申し上げるつもり
でいたので ご ざい ますが、 どう して もまい るこ とがで きず、皆 さまにお詫 び申 し上げ る
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ように申 してお りま した。 よろ しくご理 解 くだ さいますぱ う、併せ て お願い 申 し上げ る
次第で ござい ます。
(「}ヒ舌辛」、pp.118-119)
【用例2,31は主に 「椙手」 との関})のある部 分に 「お ・ご」が使われてい る用例である。
「手紙文」 「ス ピーチ」 という 「文話」 自体が 「相手」 との関 りがあ って初 めて成立する
とい う性 質 を持 っているが、その なか には、(形式的)あ い さつや、お礼の部分 の ように
「相手」 と密接 な関係のある部分 と 「自分」の計画、抱負 などを述べ る部分の ように 「相
手」 との関 係の認定が難 しい部分 があ る。 そのなかで も 「お ・ご」 を用 いた 「敬語表現」
は 「手紙文」「ス ピーチ」 ともに 「相手」 との関 りのあ る部分に多 く使 われる傾向が ある、
もちろん、他 の 「敬語形式」(例 えば、「レル」 「ラレル」な ど)の 使用 におい て も同様
の点一 主 に 「相手」 との関 りのあ る部分 におい て使 用 され る とい う点 が確認 で きるが、
「手紙文」 「ス ピーチ」の ような 「改 まった文話」 における 「敬語形式」の使用の面か ら分
析 した結果、他の 「敬語形式」 よ り 「お ・ご」 を用いた 「敬語形式」の使用が多い とい う
点が確認 で きた。特 に、(形式 的〉あい さつ、お礼の部分、つ ま り比較的固定 した性 質 を
持 ってい る部分 において 「お ・ご」 を用いた 「敬語表現」 を用 いて表現 している ことが確
認で きたが、それは、他の 「敬語形式」 と比べて 「お ・ご」 を使 った 「敬語形式」のほ う
が 「敬 慧度(あ るいは待遇度〉」が高い とい う点が働いたか らで はないだろ うか。「お ・ご」
を用いた 「敬語表現」は他の 「敬語表現」 に比べて 「敬 意度」が高いため、決め られた表
現であ り、 「質の高い敬語表現」 が要 求 され る部分であ る(形 式的 な)あ い さつ やお礼 を
述べ るの部分 な どに よく使 われ ると考 えられ る。 また、このよ うな現状は 「文章」「談話」
とい った異 なる 「媒体」の性質 よ り、 「お ・ご」 を用いた 「敬語表現」 の性 質 、つ ま1〕、
形式的 であ る点、「改 まり度」 が比較 的高い点、 「固い感覚」 を持 ってい る点 、「敬 意度」
が高い とい った点 な どが働 いた結果であ るとも考え られる。
「相手」 との関 りのある部分については 「丁寧 に」表現 しようとす る意識が働 いた結果、
「お ・ご」 を川 いた 「敬語表現」 を多用 するよ うになったと考え られる。
4.2.「表現形式」 に閥する分析 ・考察
4.2.1.名詞 の 「直接尊重表現」お よび動 詞の 「間接尊 重表現jと しての使用様相 に関す
る分析
「手紙文」 「ス ピーチ」における 「お ・ご」 を用いた 「敬語 表現」 は次の ような 「表現形
式」で現れてい た。
お ・ご名詞:直 接 尊重表現(+〉 ・ お ・ご動詞:問 接 尊重表現
以下 は 「手紙文」「ス ピーチ」 か らの表現 例である。
【「手紙文」】
(1)師走 の折、貴社のます ますの匡頸 を亟 、心 より御礼申し上げま
団.(rお礼」、P,96)
(2)そこで先輩、そ して奥 さまの國 を巫 のですが、先輩の会社は女性が
半分以上 と聞 いてお ります。(「大活字」、p.83)
「手紙文」 と 「スピーチ」から見た敬語接頭辞 「お ・ご」を用いた 「敬語表現」の使用様相
(3)何か支障がおきましては匡蚕]を 亟 ことになると思います。せっか くの
お言葉ですが、…(「大活字」、p.120)
(4)先般はゴルフの匡亜]を 亟 、家業に追われてご辞退申し上げ、失
礼 い た し ま し た 。(「そ の ま ま 」、p.172〉
(5)つきましては、先生の國 を一]の ですが、この身勝手なお願い
をお容 れいただけませ んで しょうか。(「その まま」、p.184〉





(8)どうかこれ まで同様、ふた りに匡翻 と匡癒 を匡画]。(「 新郎」、p.
159〉
(9)本日は皆様、画 のところを麺]、 まことにありがとうございま
す 。(「あ い さ つ 」、p.170)
(10〉田畑 さん、これを機に今後いっそうの亟 を亟 とともに、いつまで
もご壮健で、そ してA町 袖 の伝統 を継承 する後進へ の匿硬 と育成 を重 ね
て お願 い申 し上げます 。(「あい さつ」、p.217)
(1Dどうか生前の故人にお寄せいただきました 團 、團 を今後も変わらずご
遺族の方々 に賜 ります よう、切にお願い申 し上げ ます。(「葬儀」、p.87)
資料として用いた 「手紙文文例集」の用例、500用例を対象として調べた結果、次のよ
うな事が確認できた。
【表1】 「=手辛氏文 」 に お け る 「II笠才奏婿〔『E表現 」 と 「問接1享.重表 現 」 σ)品1刈別f吏用 才莱打1
「手紙文」 r直接尊重表現」 「間接尊重表現」
名詞 17639(82.89%) 432(28.00%)
動詞 364(17,119る) 1111(72,001殉 〉
計 2127(100.00守 も) 1543(100,00%)
【表1】 は500用例の 「手紙 文」 の中の 「敬語表現」 を調べ た結 果である。
名詞 に 「お ・ご」 を付 けて 「直接尊重表現 」 として使用 している例の数が1763例(「直
接尊重表現」全体 の82.89%)、動詞 に 「お ・ご一 いた だ く」 「お ・ご一 申 し上 げる」 な ど
の形式 を用 いて 「間接 尊重表現」 として使用 している例 の数 が1111例(「問接 尊重表現」
全体の72・00%)があった。 これ は、 「手紙文 」 において 「お ・ご」 を用 いた 「敬語表現」
が、名詞 には 「直接 尊重 表現」 として、動詞 には 「問接 尊重表現」 として使 われる傾向が
存在 してい る とい うことを示 している と考え られる。
次 は 「ス ピーチ」 の用洌500におけ る分析結果 であ るが、「手紙文」 と同様、 「お ・ご」
を用いた 「敬語表現」が、名詞 には 「直接尊重表現」 と して(85.74%)、動 詞には 「問接
尊重表現」 と して(75.7996)使われ る傾向 を示 してい ることが確認で きる。
【ノ《2】 「ス ビー チ 」1こ才3ける 「II!才身[浄亘ニノ」 見」 と 「1司ぞ麦【浄重 ノミ王見」 σ)llLI】li[ll》∫r∫ 吏月1{口ii
「ス ピー チ 」 r直接尊重表現」 r問接尊重表現」
名詞 2068(85.749(}) 323(24.21り も)
動詞 344(14.261路) 1011(75.79%)
計 2412(100.00(}{〕 〉 1334(100.00%)
「手紙文」 と 「スピーチ」 とい う 「媒体」 の異 なる 「文話」 において も、「お ・ご」 を用
いた 「敬語表現」が名詞には 「直接尊重表現」 として、動詞 には 「問接尊重表現」 として
使 用 されてい るこ とは、「改 まった場 面」 におけ る 「お ・ご」 を用 いた 「敬語表現」 の使
用様椙 には共通す る点があるか らで あろう。以下においては、その使川様相における共通
す る認識 につい て考察 した。




(13)なお、 さらに お許 しいただければ 、帯 、小物、草履、バ ッグも含め、一式借用で
きたらと存じます。ほんとうに厚かましいのですが、匿魎 遜 」よ
う、 お願い申 し上げ ます 。 〔CD、p.259)
(14)どうぞ お気軽 に お越 しいただき 、 ご歓談いただければ 両人 に とって もこの う
えない喜 び となるこ とと存 じます。(「あい さっ」、p.481)
【「ス ピーチ」】
(15〉季節 のお りにで も、 お立 ち寄 りい ただける・と、故人 も喜ぶ と思い ます。(「葬儀」、
p.133〉
(16)本日はお忙 しいなか を ご無理 いただ き、A市 都 市防災課長の秋 山様 にア ドバ イザ
ー として匡亜 ただいてお ります 。(「あいさつ」、p.266)
(17)行き届 か ぬ ところが ご ざい ました ら、 どうか お許 しいた だきたい と存 じ ます 。
(r式辞」、P.112)
「問接尊重表現」 は、その表現 自体 の性 質上、「自分」の行為が1目相手」 に関係 ・影響の
ない場合 は成立 しない。それで、「自分」 の行為が 「相 手」 に関係す る動作 を表現 してい
る動詞に対 し、敬語化 して表現す るこ とに よって 「丁軍 さ」 を確保 していると考 えられる。
「行動展 開表現」 における 「丁寧 さ」の原理の一つ として、「自分」が 「行動」す るとい
うのが ある1・。「相手」 を動かすの ではな く 「自分」が 「行動」 す るこ とに よって1丁 寧
さ」 を確保するのである。 これ には実際に 「自分」が 「行動」する場合 もあるが、実際 に
「行動」 す るの は(「行動」 して もらうのは)「相手」 であって も、表現上の工夫 によって
一た とえば 、「お ・ご一 い ただ く」の よ うな 「間接尊重表現」 を作 る形式 を使 うことによ
って、 「自分」 が行動するかの ように表現 する場合 もあ る11。つ ま り、「自分」 が 「行動」
す るかの ように表現す ることによって、 また、その ような 「行動」 が 「相手」 に関係す る
「問接尊重表現」 を敬語化の手段 として使 うことによって 「手紙文」 「スピーチ」 にお ける
「手紙文」と 「スピーチ」から見た敬語接頭辞 「お ・ご」を用いた 「敬話表現1の 使用様相
「丁寧 さ」 を確 保 しているのである、
さらに、他の 「敬語形式」 ではな く、「お ・ご」 を用 いた 「間接 尊重 表現」 で表現 され
ているが 、それは、「お ・ご」が持 っている性 質一 他 の 「敬語表現」 に比べ て比 較的 「敬
度」 が高 い点や、「(一〉いただ く」「(一〉 申 し上 げる」 が持ってい る 「自分」 の 「行動」
や 「自分」 に対 しての 「利益」 をほのめかす ような感覚があ るとい う点が、「手紙文」 「ス
ビーチ」の 「敬語表現」 として働い た結果であ る と考 えられ る。
動詞 に 「お ・ご一 いただ く」 な どの 「問接 尊重表現」 を用い るこ とに よって 、実 際 は
「相手」の 「行動」 であるが、そ れが あたか も 「自分」 の 「行動」 の ように表現 す ること
によ り、「改 まった場面」 にお ける 「文話」一 「手紙文」 「ス ピーチ」においての 「丁寧 さ」
を確保 してい るのであろ う。
4,2,3.名詞の 「直接尊重表現」 と しての使 用様相 に関す る考 察
名 詞 に 「お ・ご」 を付 けて 「直 接尊 重表 現 」 を作 る のは、 「相手 」 に属す る物 事 に
「お ・ご」 を付 けてその 「相手」 に対 しての 「尊重」 の意識 を表現 す るとい う性 質 に適 っ
た 「敬語 表現」 である。そのなかで、本稿 にお いて注 目 したのは、「動 詞の連用 形一 名詞
化 させた表現」に 「お ・ご」 を付 けた 「直接尊重表現」が よ く使われている とい う点 と動
作 ・行為 ・状態 を動詞でな く名詞で表 し、それ に 「お ・ご」 を付 けた 「直接 尊重表現」が
よ く使われ るとい う点の2点 で ある。
次 は 「手紙文文例集」 「ス ピーチ用例集」 か らの表現例であ る。共通す る表現 の一 部 を
【表31と して まとめ た。
【表3】 「手紙文」と 「スピーチ」における名詞の 「直接尊重表現ゴ
表現 「手紙文」 「ス ピー チ 」
「お誘い」 先般はゴルフの匡更 をお受けし エ ク サ サ イ ズ の あ と の ビ ー ル の
ながら、家業におわれてご辞退申し 匿 函 もお忘 れ な く。(「新 郎 」、p.74)
上 げ 、 失礼 しま した。(「その ま ま」、
P,172)
「お持ち」 名古屋支店は、卓抜した行動力と的 山下君は辛抱強い研究巷であると
確な判断力を匿巫 の山岡様には、 同時に、統率力にも非凡 な資質を
最適の職場かと存じます。〔「そのま 匡巫 で した 。(「式 辞 」、p.275)
ま 」、P.%〕
「お住 ま い」 以前、 ご友人がペナ ンにお住まい より暮らしやすい環境の団地に、ま
と{弓いましたが、その方をご紹介 し た匡硬 の皆様方々の視睦がい
て い ただ け ませ ん か 。 〔「CD」、p、235)まユ .1二に1果まる よ う、1版力 なカごら も
精 一 杯 努 力 を い た し ま『柔、(「あ い さ
つ 」、P ,264)
「お詐 し」(「お ゆ る し」1 どうぞ万事巫 のうえ、本年 どう力麩 亘]を 願い ます昌(rあい
も旧に倍 してご好誼のほど、ひた さ つ 」、P,218)
『柔 らお 願 いlllし.L`デま 『勇
。(「実 川 」、
P、測
「お あ り」 い ずれ,当 地 の △ ム デ パ ー トで 個 展 皆さんにも、それぞれの懐かしい思
を開かれる予定も匪璽]と のこと。 い出力魎]だ と思い ます。(「エt
(rその ま ま」、P.1⑰ 辞 」、P、533)
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「お忘 れ 」〔「お わ す オLj)もしや「麺 ではないか と存じ、 エ クサ サ イ ズ のあ とび)ビー ル の お誘
ご通 知 申 しLげ ますD(「あ い さつ 」、 い も隔 忘 オtiなく、 (噺 朗 、P.割
P.503)
「お 越 し」 な お 、ノ【こ記 の 仕 所 に 新 居 を 構 え ま 木目匝 の吉田先生のおかげで
「お い で 」 したので,お 近 くへ匡虹 の節 は す 。,(r大事 典1、P.74〕 故 人 も 、 皆
ぜ ひ お.』とち よ り く だ さ い。(「CDj、さまの匿亜 をさぞか し喜んでい
p.146〉こ ち ら に匪巫]の 節 は お 立 る こ とと存 じますG(「葬 儀 」、p301
ち寄 り くだ さい ませ 。〔r実用 」、P.30)
「お 勤 め 」〔「お つ とめ 」) つきましては、伯父勧 遜 のF 園部さつ きさんは、外資系のB株
テ レ ビに 就 職 が で き た ら と,思い 、採 式会社に通訳 として砺 でい
用試験に加わっていただきたく、お ら っ し ゃ い ま す 。(「あ い さ つ 」、
願 い 申 し一ヒげ る次 第 で す。(「あ い さ pl82)
つ 」、P裾7)
「おガ添え」 これも、ひとえに品長はじめ職場の 皆 さ ま に は 、 生 前 賜 り ま し た
皆様の匪亜 があったからこそ 匡塑 」とご厚誼にあらためて感
と、深 く感 謝 い た して お り ます 。(「お 講 い た しま すp(「轟 儀 」、p34}
礼 」、P」18)
「お喜び」 お 兄 さん もお義 姉 さん も、 さぞ ご主人もさそ匝 のことと思い
慶 のことで しょう。(「その ま ま す 。(「式 辞 」、PP.187・188)
ま」、P93)
【表3】 は、「相手」の動作 ・状態 を表現 する際、動 詞 を使 うのではな く一動詞 に 「お ・
ご」 を付 け た 「お ・ご一 にな る」「お ・ご一 くだ さる」 などの形式 を使 うの ではな く、そ
の動 作 ・状態 を表現す る動詞の連用形 を用 いて、名詞化 させ 、あるいは名詞で表現 して、
それに 「お ・ご」 を付 けた形 の表現 を使 ってい る例であ る。
【表31で 確 認で きるが 、「誘 う」 の場合、「お誘い くださる」 や 「お誘いいた だ く」 な
どの ような動詞 をその まま用 いた表現 ではな く、「お誘 い」 とい う名詞 化 された表現 を使
ってい る。[誘い」 という表現 に 「お」を付 けて表現す ることに よって、「相手」の 「誘い」
とい うこ とを表 し、 さらに、そ の 「誘 い」 は 「自分」が尊重す る 「相手」の 「行動」一
「誘 い」 である点 を表現 している。
同様 の観点 か ら考 えると、 「お持 ち」 は 「持 ってい らっ しゃる」、「お住 まい」 は 「住ん
でい らっ しゃる、生 活 してい らっ しゃる」、 「おあ り」 は 「い らっ しゃる 〔あ る)」、「お越
し、お いで」 は 「い らっ しゃる(来 る〉」、「お勤 め」 は 「勤 めてい らっ しゃる」、「お力添
え」 は 「お力添 え くだ さる」 などの代わ りに使 われている と考 えられ る。
さらに、 これ は動詞の連用形 だけでな く、名詞で表現 してい る例 もある。
【「手紙文」1
(18)次回圃 の際にお持ちいただきますと、謝礼といたしまして、千円相当の当店
商品券 とお引 き換 えいた します ので 、どうぞ よろしくお願 い申 しあ げます。(1'CD」、
P.265)




「手 紙 文」 と 「ス ピー チ」 か ら見 た 敬 、1吾接 頭 辞 「お ・ご」 を用 し・た 「敬 話 表 現}の 使 用 様 相
(21)日ごろは、当会の活動に巨理劃 圃 を賜 り、まことにあ りがとうございます。
(「あ い さ つ 」、p.476)
(22)今後ともよろ しく匡璽[鰯 を賜 ります ようお願い申し上げます。(「お礼」、
P.62)
【「ス ピ ー チ 」】
(23〉皆 さまの匡魎 をお待 ちしてお ります。(「式辞」、p.445)
(24)匡璽]の ように、営業部で は毎年 、部 と しての 目標の ほか、各 自が その年の 目標
を自己申告す るこ とにな ってい ます。(「式辞」p.341)
(25)皆さま方のかわらぬ匡翻 、匡璽 を心からお願い申し上げます。(「あいさつ」、
P.343)
(26)本日は匡 圃 、あ りが とうご ざい ました。(「新郎」、p.215)
(27)保護者 の皆 さまの匡璽 もよろ しくお願いいた します。(「大事典」、p.125)
動 詞の連用形一 名詞化 した表現 と同様 に解釈す る と、例 えぱ、「ご容赦」の場 合、「ご容
赦 くだ さる」 「ご容赦い ただ く」 あるいは 「お許 しくだ さる」 「お許 しいただ く」の ような
動詞 の概念 を残 した表現ではな く、「容 赦」 とい う名詞に 「ご」 を付 けた 「ご容赦」 とい
う表 現 を使 ってい ることが確認で きる。 「ご容赦」 とい う表現 を用い る ことに よって、そ
の 「容赦(許 し)」は 「自分」が 尊重 す る 「相手」 か らの 「容赦」で あ り、それ に対 して
「丁寧 に」 表現 している。
名 詞 に 「ご」 を付 けた表現 を動詞 の連 用形 に 「お」 を付 けた表 現 と同様 に考 え ると、
「ご来店」 は 「店 にい らっ しゃる」 「店 に来 て くだ さる」、「ご理解」 は 「ご理解 くださる」
「理解 して くださる」、「ご承知」 は 「知 ってい らっ しゃる」、 「ご指導」 は 「ご指導 くだ さ
る」 「指導 して くだ さる」、「ご出席」 は 「出席 して くだ さる」 「出席 していただ く」な どの
代 わ りに使 われてい ると言 えよ うD
ただ し、 この ような表現は全ての 「手紙文」 「ス ピーチ」 において使 われているので も
な く、全 ての 「お ・ご」 を用いた 「敬語表現」 に使われてい るので もない。 「手紙文」「ス
ピーチ」 における 「お ・ご」 を用いた 「敬語表現」 の一部 と して、「敬語 表現」 における
一つ の工夫 と して使 われているのである。
しか し、上 で確 認 した表現が 「手紙文」「ス ピーチ」で頻 繁に使わ れているのは事 実で
ある。動 詞の ままで も表現で きる事 柄 につい て、それ をあ えて名詞 化 した形 に 「お ・ご」
を付 けた表現 が使われているのはなぜ だろ うか。
使用 の意識 として、「尊重」 すべ き人物 に関す る物事 ・動作 ・状 態 な どに対 しては、そ
れを直接 的 に一動詞 を用いた動 作 ・行動 ・状熊 の 「描写」で一 表現 するのでな く、問接的
に一 動詞の連用形 、名詞化 した形 で、あるいは名詞 で一 表現 するのが 「丁寧」 である とい
う意識 が働いてい るので はないだろ うか1』。 白 〔1996〉に よる と、「一 般的 に上位者 に関
す る行為 を叙述す るには、直接 的な表現 より問接 的で迂 回 した表現 をする必要がある」 と
して いる13。その 「迂 回的な表現」11の一 つ と して、「尊重」 す る 「相手 」の動作 ・行為 ・
状態 を、 その まま動詞一 「お ・ご」 を用 いた 「お ・ご一 になる」 な どの 「動詞 の敬語 化」
で表現す るので はな く、「迂回的 に」 それ を名詞化(連 用形 を用い ることによって名詞 化〉
した り、名詞 に した りして表現す るの ではないか と考 えられる。
早稲田大学日本語教育研究
っ ま り、動詞 の連用形 や名詞 に 「お ・ご」 を付 けた 「敬語表現 」 には 、「相 手」 の動
作 ・行動 お よび状態 は 「一 する(動 作 、動詞)」ではな く、 「相手」 自身が動いてか ら展開
されるので な く、 「相手」 が 「動 いてな くて も、動か な くて も」そ うな って いる とい う待
遇に関 しての配慮 を表 そうとする意識が働 いてい るので はないだろうか。「相手(あ なた)」
は偉 いか ら、別に行動 しな くて もそ うなってい るとい う待遇 に関 しての表現上の配慮が働
いているのではないかとも考え られる。「相手」 を 「尊重」 し、「高 くする」 とい うことは、
「相手」の持 ってい る能力 ・力 などを拡大 して表現 する という 「敬語 化」 「待遇」の根本的
な性 質や配慮の表 し方 の面か ら考える と、動詞 を使 わず に、動詞の連用形一 名詞化 した表
現、あ るいは名詞に 「お ・ご」 を付 けた表現の使用の一部が説明で きるよ うになるのであ
ろ う。動詞 を直接 に用いるので な く、動詞 の連用形一 名詞化 した表現、あ るい は名詞 を用
い ることによって、「尊重」す る、「高 く」す る 「相手」の行為 ・動作 ・状態 を 「迂回」 し
て表現する効果 もある と思 われ る。
また、その使用の意識 には動詞の連用形一名詞化 した表現 、あるい は名詞 は、比較的簡
単 な形で敬語化する ことがで きる、「お ・ご一 になる」 「お ・ご一 くだ さる」 を用い た複雑
な形式 に比べてすっ きりした表現 を作 るこ とが で きる という点、洗練 され た書 き方 のよ う
に感 じられ るL5とい う点 なども働 いているのではないだろ うか。「お ・ご一 になる」 「お ・
ご一 くださる」の ような複 雑で、使 用に関 しての制約 の多い・b表現形式 を使 うよりは、動
詞 の連用形一名詞 化 した表現、 あるいは名詞 に 「お ・ご」 を付 ければ良い とい う比較的
「簡単な」形式 を使 ったほ うが良い、あるい は便利だ とい う意識 も働 いて いるので あろう。
そ の ような 「お ・ご」 を用 いた 「敬 語表現」 に対 する意識 が 「改 まった場面」 にお ける
「文話 」一 「手紙文」 「ス ピーチ」 に反映 されている と考 え られる。
4.2.4.「表 現形 式」 にお ける傾 向一 名 詞 に お ける 「直接 尊重表 現 」 と動詞 にお け る
「間接尊重表現」の使用
分析 、考 察の結 果、「改 まった場面」で使 われる 「お ・ご」 を用 いた 「敬語表現」の使
用様根の傾向 と して、次の ような 「敬語文」 が多数存在 していることが確 認で きた。
お ・ご名詞1「 直接尊重表現1一 「相手」の物事 ・動 作 ・状態 に対 して 「敬語化」す る皇
「相手.1の行為 を迂回的に表現する。(+)お ・ご動詞.「 間接尊重表現 」一 「相 手」 に
関係 する 「自分」の動作 を 「敬語化」する。「相手」を動か さない ような表現 をする。
5.「改 まった媒体」 および 「改 まった場」にお ける 「お ・ご」 を用い た 「敬語表現 」の
分析 ・考察II一 「手紙文」「スピーチ」の 「お ・ご」 を用 いた 「敬語表現」の使 用にお
ける相 違点
5,1.「直接 尊重 表現」の使用様相 に関す る分析 ・考察一 「スピーチ」 にお ける 「直接 尊
重表現」の多用の問題
「ス ピーチ」は 「手紙文」 と比べ、比較的 「直接 尊重表現」の使用が多い傾向があ った。
文字数250字か ら500字の 「手紙文」 と 「ス ピーチ」、各230用例を対象 とし、「直接尊重
表現」 の数を調べ た。
「手紙文」 と 「スピーチ∫から見た敬語接頭辞 「お ・ご」を用いた 「敬語表現」0)使用様相




「文話」一 「手紙文」 「ス ピーチ」 の分量 が変 わ ると、「お ・ご」 を用 いた 「敬語 表現 」
の数 も変 わるため、文字数250-300字程度 の 「手紙 文」 「ス ピーチ」 を 「直接尊重 表現」
の使用様相 を調査対象 とした。 また、「文話」一 「手紙文」「ス ピーチ」 の内容 や 「表現主
体」の言語的習慣 などに よる 「敬語 形式」 の使用 にお ける変化 とい う面 は注 意 しなければ
ならない問題であ るため、本稿 においては、その ような影響 を最小化す るため、あ らゆる
種類 と内容の 「手紙文」 「ス ピーチ」 を調査の対 象 とした。
その結果 、「手紙文」 より 「ス ピーチ」の ほ うに 「直接 尊重表現」 の使 用が多い とい う
ことが確認 できた(【表4】参照〉。特 に 「スピーチ」 には名詞(動 詞 の連用形か らの表現
も含めて〉 における 「お ・ご」 を用 いた 「直接尊重表現」 の使用が 「手紙文」 と比べ 、比
較的多い ことが確 認できた。
名詞 だけでな く動詞 に関 して も幅広 く使用 されて いる点が 【表4】 か ら確 認で きるが 、
それは 「スピーチ」 とい う表現形式 にその理 由があ るので はないか と考 え られ る。 「ス ピ
ーチ」 は 「手紙文」 と違 って、「相手」 と直接 、面 と向かって表現 す ることをその表現形
式 としてい るため、 その表現 を聞いてい る 「相 手」、 その表現 に関係す る 「相 手」 が 「表
現主体」 の 目の前 にい る.そ のため、 目の前にい る、その場で聞いてい る 「相手」 に対 し
ての配慮、意識が働 いて、この ような傾向が見 られる ようになったのではないか と考 えら
れる。
また 「ス ピーチ」 は、表現す る内容のなかに、 目の前 にいる 「相手」 に直接 関係す るこ
とが 多い という点 も 「お ・ご」 を用いた1-直接 尊重 表現」 の多用につながるのではないか
と考 え られる。
さらに 「ス ピーチ」 において 「直接 尊重表現」一 【表4】 で確認 で きる よ うに名詞 に
「お ・ご」 をつ けた名詞 の 「直接 尊重表現」一 が 「手紙文」 に比べ比較 的多用 されている
こ とが確 認で きる。それは、上 の4,2,3.名詞 の 「直接尊重表現」 と しての使用様相 に関
する考察の項 目で確認 した ような意識 が 「手紙文」 と比べ 、比較的積極的 に働 いた結果で
はないだ ろうか ㌔
5.2.「問接尊重表現」の使用様椙 に関 する分析 ・考察一 「表現形式」の問題
「お ・ご一 巾 し上げ る」 「お ・ご一 い ただ く」 を中心 とした 「問接 尊重 表現」 にお ける
「表現形式」 の問題 について考 える。 「お ・ご一 申 し上 げる」 「お ・ご一 いただ く」の よう
な 「お ・ご」 を用 いた 「問接 尊重表現」 は、「一」 の部分 に動詞の連用形が入 った 「ひと
まとま り」 の 「敬語形式」 と して存在 してお り、上 で確 認 した ように、 「改 まった場面」
一 「手紙文」 「スビーチ」 にお ける 「お ・ご」 を用 いた 「敬語表現」の使用 の一 部 を担っ
ているD
しか し、「ス ピーチ」 における ひ とつの 「敬語形 式」 と して 「申 し上げる」 「いただ くゴ
の前に 「を」「に」 などの助詞を入れた用例があった。次 は 「スピーチ」 からの表現例である。
早稲田大学目本語敦ずゴ研究
(28〉皆 さま、本 日はご多用の ところ、父裕次郎 の古希 の祝 いに、 この ようにお集 ま り
くださり、厚 く國 亙 里雌 。(「式辞」、p.157〉
(29)清水様ご夫妻にあらためて匿璽]』皇 里⊥」L壁 立。〔「新郎」、p.72)
(30)皆様にご報告いたしますとともに、あらためて匪]を 里LL堕 。(「あ




(33)研究開発部を代表 しまして、心から翻 を 旦遮 。〔「あいさっ」、
p.222)
(訓〉遺族を代表いたしまして、謹んで皆さまに亜 を 里雌 。(「葬
儀 」、P.46)
(35)ひと言お礼の亜 亙 里』し上 墜 。〔「新郎」、p・86〉
(36〉本日はこのようなめでたい席に匡垂塗]亙 いただき、たいへんうれ しく思って
お り ま す 。(「大 事 典 」、p.120)
(37)本日はお忙 しいなか、た くさんの匡亜]を 竺なだ き、 まことにあ りが とう
ご ざ い ま す 。 「あ い さ つ 」、p.298)
(38)また、諸先輩からは何事にも厩]窒 壁Lと いう力強いお ことばもあ
りました。(「式辞」、p.545)
(39)それ以来、私 の結 婚後の一時期 を除 いて、ず っ と親 しく していただ き、い まも家
族 ぐるみの塵]童 いただいてお ります。(「式辞」、p.163〉
(40)PTA活動の 目的や意義に[…璽璽]亙 いただ く.と もに、前向きかつ積極的
な圃 皇 一 よう、この場をお借 りしてお願い申 し上げ ます。
(「あ い さ つ 」、p.281)
(4Dきっとまたお目にかかって、匡魎 皇 遮 ≦Lこともあろうか と思います。
(「式 辞 」、p.391)
(42〉このように大勢の方々に匿 血 いただき、まことにあ りがとうございます。
(「新良匡」、P.72)
【その他】二「ご助力 をいただ く」「ご出席 をいただ く」1ご推薦 をいた だ く」「ご厚誼 をい
ただ く」「ご愛顧 をい ただ く」 「ご支援 をいただ く」「ご出席 をい ただ く」 などの例がある。
「お ・ご+動 詞の連用形+申 し上げ る、いた だ く」の 「敬語形式」 で表現 で きるが、 そ
れ を分離 した ような 「敬語形式」の 「お ・ご名言可」+「 助詞 〔を、に)」+「 申 し上げる、
いただ く」 の 「敬語形式」 を用いている例 である。 この ような 「敬語 表現jは 主 に 「スピ
ーチ」 において確認 され、「手紙文」 において はその使用 数が非常 に少 なか った。つ ま り、
「手紙文」 において は 「お ・ご+動 詞の連用形1唱1+申し上 げる、いた だ く」 の 「間接尊重
表現形 式」 を用いて表現 しているの に対 し、同 じ事柄 を表現す るの に 「ス ピーチ」で は
「手紙文」 とは異 なる 「敬語形式」 を用 いる場 合があ った。
本項 目では、 この ような 「スピーチ」 にお ける 「お ・ご名詞」+「 助 詞(を 、 に)」+
「申 し上 げる、いた だ く」 の 「敬語形式」一 「お ・ご+動 詞 の連用形+申 し上 げる、いた
だ く」のような 「ひとまとまり」の 「問接尊重表現」 としても使用可能な表現について考える。
「手紙文」と 「スピーチ」から見た敬語接頭辞 「お ・ご1を用いた 「敬話表現ゴの使用様相
まず、「敬語形式」か らの分析 を行 う。「申 し上 げる」の前 に来 る 「お ・ご名詞」 は、内
容(文 脈)に おいては 「自分」 のこ とを述べ る場合が 多い ので、「間接尊 重表現」 として
の機能 を持 っている と言えよう。((28)～(35)を参照)同 じ観 点か ら分析 する と、「いただ
く」の前 に来る 「お ・ご名詞」 は、「相手」の動作や働 きかけを表現す る場 合が多いので、
「直接尊重表現」 と しての働きを している と言 える。((36〉～(42)を参照)し か し、下の例
で確認で きる ように、「ひとまとま り」 の表現 に戻 した場合 は、「申 し上げ る」 と 「い ただ
く」の前 に来 る表現 は、両方、「ひ とまとま り」 の 「間接 尊重 表現 」 となる。 この よ うな
ことは以下の表現例 において確認で きる。
(28)皆さま、本 日はご多用の ところ、父裕次郎の古希 の祝 いに、 この ようにお集 ま り
くださり、厚 く圖 皇 血遮 。(「式辞」、p.157)
⇒ 皆 さま、本 日はご多用の ところ、父裕次郎の古希の祝 いに、 この ようにお集 ま
りくだ さり、厚 くお礼 申 し上 げ ます 。
(34)遺族を代表いたしまして、謹んで皆さまに匡麺 を 里⊥雌 圭す。(「葬
儀」、p.46)




⇒本 日はこの ようなめでたい席 に お招 きい ただ き 、たいへ ん うれ しく思 ってお り
ます。
(41)きっとまたお 目にかかって、國 亙 幽 こともあろうかと思います。
(「式辞」、p.391)
⇒ きっ とまたお 目にかか って、 ご指導いただ くこ ともあろうか と思 います 。
この ような 「敬語形式」は 「ス ピーチ」全般 に渡 って使 われていた。そ の使用 に関す る
意識 について考察 したD
D「文話」一 「ス ピーチ」全体における 「敬 語 レベル」調整の面
「お ・ご一 いただ く、 申 し上 げる」 などの 「お ・ご」 を用いた 「ひとま とま り」 の 「敬
語表現一 間接尊重表現」 は、比較 的 「敬度」の高い 「お ・ご」 を用いた表現であ る上、動
詞 と一体化 させ た表現 、比較 的形式 に充実 した表現 であ る。 したがって、形式の面 を重視
す る 「手紙文」 においては多用 されるが 、「手紙文」 より形式 の面 にお ける制約 な どが比
較的少ない 「ス ピーチ」 においては、分離 した形で使 われている と考え られ る。
また、「ス ピーチ」 の全 体の構成 な どを考慮 し、全体的 に重 い、文 章的 な表現 に偏 って
しまうことを避け るため、「お ・ご」 と動詞 の部分 を分離 した表現 を使 って いる とい う面
も考 え られ る。「文章」で ある 「手紙文」 と違 って、「ス ピーチ」 は 「談 話」 とい う性 質を
持 ってい るので、比較的形式 か ら離 れた表現 、口語 的表現 を用い ることに よって 「談話」
としての性質 を確保 していると言 えよう。つ まり、形式か ら多少離 れた表現 を用 いるこ と
に より、「ス ピーチ」 とい う 「談話」が 「文章」 の ようになることや重苦 しくなるこ とを
避 ける とい う効果 を得ているのではないか と考え られる。
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ii)実質的な意昧 を表現
「お ・ご一 申 し上 げる、い ただ く」 の 「間接 尊重 表現」は上で述べ たように形式 的性 質
を持 ってい る 「敬語形式」 であ り、「ひ とまとま り」 で表現 され る 「敬語形式」 である・
また、主 に 「敬語化」が 目的 と しているの は 「一」の 部分に入る概念 、つ ま り[一 す る
(あい さつす る、集 まるなど〉」の動作、状態,であって、「申 し上げる」 「いただ く」 の概 念
は 「敬語形式」 において形式の面 を担当 している とい う感覚があ る。 したが って、上 で述
べ た よう に、比較 的 形式 の面 を重 視 す る 「手紙文 」 におい ては 、「ひ とま とま り」 の
1目お ・ご一 申 し上げる、いただ く」の ような 「間接 尊重表現」が多用 されているのである。
一 方、「スピーチ」 における分離 した表現 は、1手紙文」の 「ひ とまとま り」の表現 とは
違い、実質的意味を持つようになると思われる。形式的印象の 「匿 亙亜工=亘謳]」 より、
「國 亙 里上上 塑 」のような分離 した表現を用いることによって、「自分」の 「意
図」、感情である 「璽1」 「皇」、「相手 〔あなた(方))」に 「里ユ』 」 という実質的
意昧 をよ り鮮 明に出す ようになる とい う効 果がある と思われ る。特 に、「申 し上げる」 の
ように、「言 う、話す」な どの ような 「通常語」 よ り 「丁寧 な」、また 「場」 に相応 しい形
式的印象の持つ表現 に実質的意味 を付加す るこ とに よって 「ス ピーチ」における 「丁寧 さ」
を確 保 してい ると言 え よう。
また、「薩]」 「亙」、「塑 」 のような1分離」 した 「表現」 も上の同様の観点
で考 えられ るが、特 に 「お ・ご一 いただ く」の場合 は用例で確 認で きるようにその使用の
幅が広か った。「お集 まり」 「お招 き」 「ご指導」 「ご支援」な どの例 があるが 、そ れは 「い
ただ く」 とい う授 受表現の持 っている 「丁寧 な」感覚が その表現 に反映 された結果である
と考 えられ る。
さらに、音声の媒体 としてい る 「ス ピーチ」 の基 本的性 質か ら考える と、このよ うな表
現 は 「お ・ご」の付いた表現(こ とば)を 強訓 する機能 もあ ると考え られる、実 際声 を出
して話 す際 、「圃 」 「を」 「巾 し上 げ ます」 と言 った ほうが、連 続 してい る
「お祝 い申 し上 げます 」 を言 ったほ うより、「お祝 い」や 「申 し上 げる」 とい う表現 をよ
り鮮 明に、あるい は、 より効果的 に伝 えられ るとい う意 識が働いているのではないかと考
え られる。
6.お わ り に
以 上、「手紙 文」 と 「ス ピーチ」 における 「お ・ご」 を用いた 「敬語表現」の使用様相
につ いて 「直接尊重表現」 と 「問接尊重表現」 を中心 と して考 えてみた。「改 まった場面」
における 「お ・ご」 を用いた 「敬語表現」の使用様 相に関す る一部の分析 、考察であ るが、
単 なる 「お ・ご」の付 け方の問題 だけで な く、「お ・ご」 を用いた 「敬語表現」 が 「手紙
文」 「ス ピーチ」 において どの ような使用様柑 を表 しているのか、 また、その使 用におい
ては どの ような意識 が働いてい るのかについて分析 、考察 を行なった ことに、 この研究の
意義 を置 きたい と思 う。
今回の分析 、考察において は 「文例 集」Dll例集」 か らの用例 をテキス トと し、主にそ
の理想的使用実態について考 えた。分析 、考察 した内容 が実際の使川場面一 日本語使用者
(母語話者 だけで な く、日本語学習者 も含め て)の 実際の使用一 においては どの ように現
、
"
「手紙文」と 「スピーチ」から見た敬語接頭辞 「お ・ご」を用いた 「敬語表現」の使用槌相
われるようになるのかという問題 な どが残 っているが 、それらは今後の課題 としたい と思 う。
?
・「改 ま っ た場 面 」 は 、 「コ ミュニ ケ ー シ ョ ン主 体」 が 「場 」 「人Illl関係 」 に対 す る総 合 的 認 識 で あ
る 「場 面 」 にお い て 「丁 寧 に」、 「改 め て」 認 識 した 場 合 の 総 称 で あ る。 「場 」 「入 間閏 係 」 な どだ
け で な く 「媒 体 」 の而 に お いて も 「丁 寧 に」、 「改 め て 」 「表 現 」 「理 解」 しよ う とす る認 識 を持 っ
場 合 も含 め て考 え る。 「場面 」 の概 念 ・用 語 は 、lii谷〔2003)から取 り人 れ た 、】
～蒲 谷 ・川 口 ・坂 本(19981「文話 」 は 「文 章」 と 「談 話 」 の総 称 で あ る と して い る。
ユ市 販 の 「手紙 文 文1列集」 は 、い わ ゆ る 正 式 な 「手紙 文 」 だ けで な く、略 式 の 「手紙 文 」 や業 務 聞
係 の 「乎 紙 文」 な ど も扱 っ て い る た め 、 「手紙 文」 の規 定 をや や 広 め に捉 え て い る。
4「ス ピー チ」 にお い て は 「手紙 文1の よ うに北 較 的厳 格 に 決 まっ た 形 式 は な い と考 え ら れ る。 も
ちろ ん 、 「ス ビー チ 」 のi・獣鄭 こよ って 習 慣 的 に使 わ れ る 「決 り文 句 」 の よ うな 表 現 〔例 えば 、 結
婚 式 の 「ス ピー チ 」 にお い て の 「宋 長 くお幸 せ に」 な ど)は あ る が 、 「手 紙 文」 の 形 式 み た い に
「厳 格 に 決 まっ て い る」 とは薔 え な い と考 え られ る。
た だ し、 「一般 的 な ス ピーチ」 は 次 の よ うな構 成 を持 っ て い る と 孝え られ る 。
は じめ の あ い さつ一・核 とな る 内容 → 終 わ りの あ い さっ
「音 」 「音 声 」 に よ る 干渉 を排 除 す る た め で あ る 。
!汀表現 主 体 」 「表 現 意 図」 「相 手 」 の 記 述 は 「文r刮 と して の 「手 紙 文 」 を分 析,考 察 す る た め に
fI℃者が 付 け た もの で あ る。 ま た 「表 現 主 体 」 「表 現.転図 」 「相 手 」 の 川 語 は 、rili谷・川 口 ・坂 本
(19981から取1)入れ た 。「ス ピー チ 」 の 場 合 も同 様 で あ る,
7用 例 にお け る 「お ・ご」 を用 い た 「敬 語 表 現 」 全 部 に 白 い 四 角 や 網 掛 けの 四 角 な ど を用 い て 表 し
て い るの で はな い 、 考 察対 象 とな る表 現 だけ にマ ー キ ン グ して い るの で あ る。
恥()を 付 け たの は 「直接 尊 重表 現 」 と 「問接 尊 重 表現 」 が 用 例 の なか でで つ なが った 形 で 出現
す る場 合 と そ うで な い場 合が あ る と い う こ と を示 して い る。
・表 の 数 字 は 次 の よう な 方式 で カ ウ ン トした 。 「な ん とか 匪唖]へ 一 で し ょ
うか」 の よ うな 「文 」 が 「手 紙 文 」 に あ る場 合 、 名 詞 の 「心 当 た り」 に 「お 」 を付 け た 「お心 当
た り」 が 「直 接 尊 重 表現 」 と して 使 用 さ れて い る。、 した が って 、 名 詞 の 「直 接 尊.重表現 」 の 一 つ
と して カ ウ ン トす る。 また 、蚕,レ詞 の 「紹 介 す る」 に 「ご一 願 う」 を 用 い た 「ご紹 介 願 え ませ んか 」
が 「間接 尊重 表 現.1と して 使 用 さ れ て い る場 合 、 それ を動 、1・1の「問 接 尊 重 表 現 」 の一 つ と して カ
ウ ン トした 。「ス ピ ーチ 」の 場 合 も同様 で あ る。 数 字 は 「表 現 」 の 数 で あ って 、 「用例 」 の 数 で は
な い9
EI)蒲谷 ・川 口 ・坂 本 〔199S)「行 動展 開 ゴモ現 」 に お け る 「丁 寧 さ」 の 原理 であ る。
1乙蒲 谷 ・川 口 ・坂 本 〔1998〉「あ た か も表 現」 の 既 念 を取 り入 れ た。
1～木 稿 にお い て は 「比 較 的」 「lll接的 で あ る と認識 して い る。 本 稿で は 、 動詞 が 「一 す る(な る)」 と
い う概 念 を 「比 較 的 」 直 接 的 に 表 す の に対 し、 名 詞 は 「一 す る(な る)」 とい う概 念 を 表 す の に
「比 較 的 」 悶接 的で あ る と認 識 し て い る。 名 詞 は 動 詞 の よ う に動 作 ・状 態 を 「直 接 」 表す ので は
な く、動 作 ・状 態 に 「名前 」 を付 け 、 既 念 と して 表 す た め 、 同 様 の ・財 丙を 表 す 際 、 動 詞 に比 べ 、
比 較 的 「悶 接灼 」 で あ る と考 え て い る 。
13白の 他 に も、窪 田 ・池 尾(19711、大 石 ・林 〔21㎜)によ る 同 様 の指 摘 が あ るD
IIYi者の 表 現 で あ る、
1、†ポ 〔1999)
1'・菊 地(1994)をも とに 金(2003)はそ の1し11約と実 際 の 指導 に つ い て 述 べ て い るD
l7カウ ン トの や り方 は 【表1,2】と 同 様e数 字 は 「表現 」 の数 で あ っ て 、 「用 例」 の 数 で は ない 。
/h「手 紙 文 」 で は そ の よ うな意 識 が 働 か な い とい う意 味 で は ない 。 「ス ピ ーチ 」 で は 「手 紙 文 」 と
比 べ 、比 較 的 杭 極 的 に 働い て い るの で は ない か とい うこ とで あ る 。・
「1同じ形で あ る が 、 ひ とつの 「表現 形式 」 の な か で 存 在 し、働 く場 合 は 「動 詞 の 連 用 形 」 と して 、
助 詞 に よ って 分 離 され た場 合 は独 立 した(独 立 して 働 く)と 見 な し、 「名 詞 」 と して 考 え た 。
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